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亀田貴雄・高橋修平 

『雪氷学』（亀田貴雄・高橋修平著）の正誤表 
ページ 行 正 誤 

2 脚注4) ハナッセ湾 ハナッッセ湾 
36 上から3行目 水 氷 
36 上から12行，13行目 疑似液体層 疑似液体膜 
46 下から6行目 メイソン メイスン 
47 図2.12の説明 メイソン メイスン 
51 図2.23の説明に追加 Wは水飽和の値である。 － 

58 式（2.1） 		 18⁄  	 18⁄  

83 上から9行目 （1769 − 1845） （1770 − 1745） 

96 上から1行目，2行目 積雪 雪 
112 上から2行目 積雪 雪 

103 一番下の行 水分子 酸素原子 
104 上から2行目 水分子 酸素原子 
109 式番号および関連文章 3･20 3･18 
110 式番号および関連文章 3.21 3.19 
150 上から18行目 フッ化物イオン フッ素イオン 
151 下から3行目 塩化物イオン 塩素イオン 
151 下から3行目 塩化物イオン 塩素イオン 
171 下から3行目 4.3.1-2)項 4.4.1項 
191 上から11行目 釧路市阿寒町 阿寒町 
213 図5.41の説明 十勝坊主 野地坊主 
213 上から15～19行目 図 5.41 は帯広畜産大学構内のアースハンモックで，現

地では十勝坊主と呼ばれ， 約 5200 年前（BC3200）から

350年前（AD1667）までの間の寒冷期に凍上によって形成

された。これらは，化石化した周氷河地形のひとつとして

学術的に価値が高く貴重であることから，北海道指定の天

然記念物になっている。アースハンモックは，北海道の低

地では十勝平野以外に，根釧原野，天北地方，山岳域では

大雪山および羊蹄山山頂付近に分布している。また，北海

道東部の湿地には類似した盛り上がりがみられるが，こち

らはスゲ属植物の密な株からでき，谷地坊主（やちぼうず，

tussock）と呼ばれる。 

北海道には野地坊主（tussock）と
呼ばれる直径1～1.5m，高さ0.5～
1m 程度の半球状の土の盛り上が

りが存在する（十勝坊主とも呼ば

れる）．図5.41は帯広畜産大学構内

の野地坊主であるが，これは約

3300年前（BC1300）から350年前

（AD1650）までの寒冷期に形成さ

れたアースハンモックである． 

224 上から12行目 よりも（「よりも」を1つ削除） よりもよりも 
226 下から6行目 雪ごおりは海氷上に 雪ごおりは海水上に 
228 上から3行目，4行目 ポリニヤ ポリニア 
260 脚注4)の１行目 1609.344m 約1609km 
261 上から8行目 石狩川河口の河川敷 石狩川河口のに河川敷 
280 上から7行目 蔵王の樹氷（アイスモンスター） 蔵王の樹氷 
280 上から9～10行目 アイスモンスター 樹氷 
294 上から22行目 新潟県十日町市 新潟県十日町 
297 一番下 以下の文章の追加 

※北手宮尋常小学校での雪まつりについては，  和泉 薫
博士，大鐘卓哉氏にご教示いただいた．記して感謝します． 

－ 

300 上から5行目に追加 ここでは太陽系の標準モデル（Hayashi et al., 1985）
に従い，太陽系の形成成過の概略を述べる． 

－ 

301 表8.1の中 木星 木製 
302 上から14行目 巨大ガス惑星（gas giant） 巨大ガス惑星 
302 上から16行目 巨大氷惑星（ice giant） 巨大氷惑星（海王星型惑星） 
309 上から9行目 巨大氷惑星 海王星型惑星 
311 上から23行目 柳 等 松 等 
312 上から1行目 foreign forein 
318 上から3行目 荒川 洸（1991）以下を改行する － 
323 上から16行目に追加 

 
 

Hayashi, C., K. Nakazawa and Y. Nakagawa (1985):  
Formation of the solar system. Prostars and planets II, 
Tucson, University of Arizona Press, 1100-1153. 

－ 

345 索引で追加および削除 巨大ガス惑星（追加） 海王星型惑星（削除） 
348 （索引での修正） 谷地坊主 野地坊主 
348 （索引での修正） ポリニヤ ポリニア 


